
2019年度以降に１年生から入学する方向け 

2021年度以降に３年生から編入学する方向け 

 

福島大学の教育目標 

福島大学は，正規課程および課外活動等のあらゆる機会を捉えて，自ら学び，主体的な人生設計

と職業選択を行うことのできる自立した人間の育成をめざします。 

また，東日本大震災および東京電力福島第一原子力発電所事故からの学びを活かし，「新たな地

域社会の創造」に取り組み，人口減少や高齢化，環境・資源・エネルギー問題などの地域および世

界の「21 世紀的課題」を自分事として捉え，複雑かつ困難な課題に果敢に挑戦する人材の育成を

目標に掲げます。 

そのために「問題基盤型学習」を教育理念としたカリキュラムを備え，確かな専門知識や技術，

実践的なスキル，「解のない問い」に挑む態度などを身につけます。 
 
福島大学学生に期待する姿勢および能力 

福島大学は、上記の教育目標を達成するために、以下の姿勢及び能力を身につけさせると同時
に、他者と協働して実践できる自立的な市民となることを期待して教育に取り組みます。 

１．最新の専門知識及び技術（専門知識・技術） 
① 資料の収集・分析・統合、語学、ライティング、プレゼンテーション、ディスカッション
などの基本的なアカデミック・スキル 
② 最新の学問的知識や技術を確実に身につけ、現代社会における自らの専門領域の役割を考
え、知識や技術を改善したり更新したりする態度 

２．本質を見極めるための教養と学際性（教養と学際性） 
① 物事の本質を見極めるための探究的態度と、自らの専門性や技術を対象化・客観化させる
ための幅広い教養の定着 
② 他領域の学問を学ぶことで自らの専門性を拡張させ、物事を総合的に、かつ俯瞰的に見る
ための知識のネットワーク構築 

３．協働的な問題探究（社会的スキル） 



① 日常生活や国際社会に対する問題意識や、自らの専門性を生かして問題を発見し、問題解
決に取り組むためのスキル 
② 高度なリーダーシップやフォロワーシップなどのグループワークのスキルや、他者との協
働による問題探究の実践 

４．社会の改善につなげる創造性（認知的スキル） 
① 事実にもとづく客観的な社会の把握、および多面的にアプローチするためのデータ解析や
フィールドワークなど様々なツールの駆使 
② 社会と自身の関係を問い直し、常識にとらわれることのない独創的で未来志向的な思考方
法と失敗を恐れないチャレンジ精神 

５．市民としての主体的態度（態度や価値観） 
① 東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故の被災地に学ぶ者として、被災の概
要を知り、被災地に寄り添い共感的にアプローチする態度 
② 地域の抱える課題を社会が直面する 21世紀的課題としてとらえなおし、主体的に探究しよ
うとする態度 

 

全学カリキュラム・ポリシー 
 福島大学では，〈期待する姿勢および能力〉に示される能力を身につけさせるために，カリキュラ
ムを「基盤教育」「専門教育」「自由選択」の３つに区分し、相互に関連付けて有機的に学ぶことを
めざします。それぞれの区分の内容は以下の通りです。 
１．基盤教育 
大学での学修の基礎を築くとともに、よりよい社会を築くための現代的教養を身につけ、問題
発見・追究・解決の基本を身につけるために基盤教育を置きます。 
（ア）接続領域 
高校までの学びを大学での学修に結びつけ、基礎教育と専門教育、学問と現実社会を接続さ
せるための学修領域です。「スタートアップセミナー」「キャリア形成論」「健康運動科学実習」
「英語」「英語以外の外国語」などの科目を内容とします。 
（イ）教養領域 
民主的な社会を築く上で必要な幅広い教養をはじめ、高度に技術が発達した現代社会を主体
的に生きていくために必要な諸スキルを身につけるための学修領域です。「学術基礎科目」「キ
ャリア設計科目」「健康・運動科目」「外国語科目」「情報科目」に関連する科目を内容とします。 
（ウ）問題探究領域 
地域課題や世界的課題を自分事として位置づけ、解決に向けて追求する方法や態度を身につ
けるための学修領域です。諸問題の実像を学ぶ「問題探究科目」、学生が自主的に集団を組織し
て学修する「自主学修プログラム」、基礎クラスごとに問題解決学習を展開する「問題探究セミ
ナー」の各領域を内容とします。 



２．専門教育 
基礎・基本科目の履修を重視しつつ，各学類・コースの教育目的，人材育成の目的を達成する
ために、専門的な知識や技術を身につける多様で体系的なカリキュラムが準備されています。専
門領域の担い手となるための学生主体で実践的な学修の機会が数多く準備されており、問題解決
能力を身につけ、自身や社会に変革をもたらすための実践的で深い知識や技術を身につけます。 
また後半は、基盤教育も含めた大学教育の集大成として「卒業研究」関連科目が設定されてお
り、卒業研究をまとめ上げ、学士の授与について審査されます。 
３．自由選択 
基盤教育と学類専門科目の他に、学生のより幅広い自由な学びを保証するために自由選択を設
けています。学類ごとに単位数の設定は異なりますが、基盤教育科目でも学類専門教育科目でも、
あるいは他学類の専門教育科目からでも学生の自由な選択にもとづいて履修することによって、
一人ひとりに必要な力を育成します。 
４．全学特修領域 
今日極めて重要となっている「グローバルな思考力」「地域での実践力」を身につけるためのプ
ログラム群で、希望する学生は学類横断で履修することができます。 
（ア）グローバル特修プログラム 
語学グレードアッププログラム、グローバル教養科目、国際交流、海外留学などの機会を提
供する、グローバル化に対応したプログラムです。 
（イ）地域実践特修プログラム 
「ふくしま未来学」を中心とし、地域課題を学ぶとともに、フィールドワークなどを通して、
企画力や実践力を身につけるプログラムです。 
５．課外活動 
本学では学生の主体的・自治的活動を重視しており、多くのサークル活動やボランティア活動、
インターンシップ、大学での学びを拡張するプロジェクトなどの活動が準備されています。こう
した活動にも積極的に参加し、社会人としての資質を身につけることが期待されます。 
６．その他 
本学では教育の質を保証するために，GPA 制度（学修状況・成果の可視化）と Cap 制度（単
位制度の実質化と質を伴った学修時間の確保）を導入しています。 
 

福島大学の求める学生像（福島大学のアドミッション・ポリシー） 

福島大学では，以下の要件を満たす学生を募集します。なお，「求める学生像」の具体的内容は，

学類のアドミッション・ポリシー（ＡＰ）で示します。 

１．〈福島大学の教育目標〉を理解していること 

２．地域や社会の発展に貢献する志をもつこと 



３．そのために，①選択した領域の専門知識，②問題を発見し探究する力，③広い教養と知的関心，

④グローバルな視野，⑤主体的に多様な人々と協働する力，を自ら向上させようとする意欲があ

ること 

４．福島大学での学士課程教育を受けるにふさわしい基礎的学力，思考力・表現力・コミュニケー

ション能力，現実の問題や学問への能動的姿勢を持っていること 


